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た。 RF高値に関連する特定の HBVジェノタイプはなかったが、 RF高値群
でHBVDNA量が有意に高かった［RF正常群： 3.31土0.29、RF高値群： 4.66 
±0. 29 log copies/ml、p=O.0045］。核酸アナログ療法中患者の比率はRF
正常群で、有意に高率だった［治療中： RF正常群：18/49(36.7弘）、 RF高値
群：2/32(6.3覧）、 p=O.0016］。更に HBVDNA< 3. 0 log copies/mlの低ワイ








［考案・結語］ CH-B患者において、 HBVウイノレス血症が RF異常に関連す
ることが示された。 RFは自己 IgGのFe部分に結合する自己抗体であり、
HBV感染における B細胞のRF産生異常は免疫複合体形成、B細胞の異常活
性化など液性免疫能に影響し、肝外病変発症に関連する可能性が示唆され
た。
